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3
月
24
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
J
I
C
A

市
ヶ
谷
ビ
ル
国
際
会
議
場
で
外
務
省
主
催
の

外
務
大
臣
感
謝
状
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
2

年
間
の
活
動
を
終
え
て
帰
国
し
た
J
I
C
A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
授

与
式
に
は
、「
日
本
の
国
際
協
力
―
特
に
青

年
海
外
協
力
隊
の
活
動
―
を
支
援
す
る
国
会

議
員
の
会
」（
J
I
C
A
議
連
）
所
属
議
員

を
は
じ
め
と
す
る
国
会
議
員
や
、
民
間
連
携

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
活
用
し
た
帰
国
隊
員

の
所
属
先
代
表
者
も
、
来
賓
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

授
与
式
の
冒
頭
、
武
井
俊
輔
外
務
大
臣
政

務
官
は
、
帰
国
し
た
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
し
て
「
時
間
を
守
る
、
も
の
を
片
付

け
る
な
ど
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
の

必
要
性
を
現
地
の
人
に
伝
え
、
根
付
か
せ
る

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ま
さ

に
草
の
根
外
交
官
。
現
地
の
皆
さ
ん
か
ら
の

感
謝
、
思
い
を
糧
に
今
後
も
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
、
帰
国
後
の
活
躍
に
向
け
て
激
励
の

言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
代
表

し
て
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
青
年
海
外
協
力
隊

の
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
隊
員
と
し
て
活

外務大臣が帰国したJICAボランティアに感謝状を授与 01

03ミャンマー地方部の中核病院における施設・機材を整備

02　国際緊急援助隊救助チーム、48時間の実践的な模擬訓練を実施
　

J
I
C
A
は
3
月
12
日
か
ら
3
月
14
日
ま

で
、
海
外
の
大
規
模
災
害
に
対
し
て
派
遣
さ

れ
る
国
際
緊
急
援
助
隊
（
J
D
R
）
救
助
チ

ー
ム
の
実
践
的
な
総
合
訓
練
を
、
兵
庫
県
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

海
外
で
大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
際
は
、
被
災
国
政
府
か
ら
の
支
援
要
請

を
受
け
て
、
日
本
政
府
が
J
D
R
チ
ー
ム
の

派
遣
を
決
定
し
、
J
I
C
A
が
同
チ
ー
ム
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
救
助
チ
ー
ム

は
、
主
に
地
震
で
倒
壊
し
た
建
物
な
ど
に
取

り
残
さ
れ
た
人
々
の
捜
索
・
救
助
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
総
合
訓
練
は
、
チ
ー

ム
の
即
応
力
と
国
際
基
準
で
定
め
る
捜
索
・

救
助
手
法
を
実
働
で
確
認
す
る
た
め
、
隊
員

72
名
と
救
助
犬
4
頭
が
、
昼
夜
を
通
し
て
48

時
間
連
続
の
訓
練
に
挑
み
、
救
助
隊
員
、
外

務
省
職
員
、医
療
関
係
者
、構
造
評
価
専
門
家
、

業
務
調
整
員
な
ど
、
お
の
お
の
が
役
割
に
即

し
た
内
容
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
A
S
E
A
N
防
災
人
道
支
援
調
整

セ
ン
タ
ー
（
A
H
A
セ
ン
タ
ー
）
の
職
員
ら
４

人
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
消
防
局
の
局
長
な
ど
３

人
も
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
来
日
し
、
視
察
に

加
え
て
訓
練
の
一
部
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
4
月
2
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦

共
和
国
の
ダ
ウ
ェ
ー
で
、「
マ
グ
ウ
ェ
イ
総
合

病
院
整
備
計
画
」
を
対
象
に
、
22
億
8
1
0
0

万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資
金
協
力
の
贈
与
契

約
を
、
同
国
政
府
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
同
国
中
部
に
あ
る
マ
グ
ウ
ェ
イ

地
域
の
中
核
病
院
「
マ
グ
ウ
ェ
イ
総
合
病
院
」

の
敷
地
内
に
産
婦
人
科
病
棟
、
新
生
児
ユ
ニ
ッ

ト
、
救
急
部
門
、
手
術
部
門
を
含
む
新
棟
を
建

設
し
、必
要
な
機
材
供
与
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

同
病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
も
の

で
す
。
同
病
院
で
は
、
施
設
・
機
材
の
破
損
や

老
朽
化
が
進
む
一
方
、
病
床
占
有
率
は
１
０
０

％
を
超
え
る
な
ど
病
床
数
も
不
足
し
て
お
り
、

施
設
・
機
材
の
整
備
が
急
務
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
同
病
院
の
産
科
と
婦
人
科
で

合
計
1
0
0
床
と
新
生
児
ユ
ニ
ッ
ト
20
床
を
整

備
す
る
の
と
並
行
し
て
、
外
科
、
整
形
外
科
、

産
婦
人
科
関
連
の
施
設
と
機
材
を
整
備
し
、
適

切
な
環
境
下
で
の
高
度
な
手
術
や
緊
急
手
術
を

可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
手
術
数
の
増
加
に
も

対
応
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
同
病
院
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
強

化
と
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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厳しい環境の下、要救助者の救出訓練などが行
われた

任期を終えて帰国したボランティアたちを激励する
武井外務大臣政務官

チリで日本語教育に関わったシニア海外ボランティ
アの篠宮佳代子さんは、現地の人たちの優しさを振
り返った

調印式で握手するミャンマー保健スポーツ省のシン
ハン局長とJICAミャンマー事務所の岩井伸夫氏

動
し
た
沖
縄
県
出
身
の
濱
元
翔
太
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
し
、「
つ
ま
し
い
生
活
の
中
で
も
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
生
き
て
い
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
た
ち
か
ら
学
び
ま
し
た
」

と
現
地
で
の
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

授
与
式
後
の
懇
談
会
で
は
、
来
賓
の
国
会

議
員
各
氏
が
２
年
間
の
活
動
に
対
す
る
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
と
共
に
、
今
後
の
日
本
で
の
活

躍
を
期
待
す
る
言
葉
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
国
し
た
青
年
海
外
協
力
隊
員
２
人

が
所
属
す
る
企
業
か
ら
は
、「
日
本
と
異
な

る
環
境
で
活
動
し
た
社
員
は
た
く
ま
し
く
成

長
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
で
き
る
」

と
評
価
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

励
ま
し
の
言
葉
に
対
し
て
、
参
加
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り

返
り
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、青
年
海
外
協
力
隊
は
88
カ
国
・

延
べ
4
2
５
７
７
人
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
75
カ
国
・
延
べ
6
1
５
１
人
、
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
9
カ
国
・
延

べ
1
3
５
２
人
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
10
カ
国
・
延
べ
５
０
２
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
2
３
７
６
人
が
、

３
月
31
日
現
在
も
活
動
中
で
す
。


